
 

 

 

 

夏山集中登山  8月５日  雷鳥荘泊立山周回コース     森本 竜二 

山 名 雷鳥荘泊立山周回コース 山行名  夏山集中登山 立山 

ルート 雷鳥荘→一の越→雄山→大汝山→富士の折立→雷鳥沢野営場→雷鳥荘 

山行日 2023年 8月 5日（土） 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：森本   サブリーダー：幾田 

男性：川田、宮内、山下、山田  女性：伊藤典、上田、大西、大林、蒲田、川田 

高橋、高山、多田、森田、米田      合計：17名  
ルート概略図 
 

コースタイム 

地名 
時：

分 
地名 

時：

分 

雷鳥荘 
集  

富士の折立 
着 10：25 

発 5：30 発 10：55 

一の越 
着 7：03 雷鳥沢野営

場 

着 14：10 

発 7：21 発 14：15 

雄山 
着 8：30 

雷鳥荘 
着 14：35 

発 9：10 発  

大汝山 
着 9：34 

 
着  

発 10：13 発  

＜活動データ＞タイム９時間５分(休憩２時間 10分)/距離 7.7km/上り 863m下り 870ｍ 

8/4(金)立山黒部アルペンルートの長野側の起点扇沢から電気バスで黒部ダムへ。ダム散策後ケ

ーブルカー・ロープウェイ・トロリーバスを乗り継いで立山室堂へ到着。間近に迫る立山連峰

を背に記念撮影。そして宿泊地の雷鳥荘又は雷鳥沢野営場へ向かった。 

8/5(土)大日岳コース・別山コースのメンバーに見送られて 5：30 出発。「気持ちいい。」の声の

中、みくりが池に映る立山連峰を横目に室堂平へ。一の越まではコンクリートと石の道が続く

が雪渓もあり滑らないように横切る。一の越からは岩場だが訓練登山の成果で順調に雄山に到

着、有志が神社に参拝し「バンザーイ」と大声で唱える。15 分程で大汝山へ、混み合う山頂で

順番に写真撮影し速やかに直下の休憩所で小休止。富士の折立に 10 分程で到着すると、休憩中

のテント泊立山周回コース組と行き会う。情報交換後に有志が険しい岩場の山頂へ登頂した。

立山三山（100名山）登頂後に体調不良者がでたため真砂山は中止して下山することにする。 

ザレ・ガレで滑りやすい大走りをゆっくり 3 時間かけて色とりどりのテント張りの雷鳥沢野営

場へ無事到着。ここから雷鳥荘までの 20 分の上りがきつかった！上りは休憩時間を少なめに行

動食で移動、下山に時間をかけたが登山計画タイムで終了。その後に雨が降り出し、早立ち早

着の鉄則を実感した。SL、班長さん、参加者皆様お疲れさまでした（拍手）。温泉と富山名物昆

布〆付の食事で最高の日になりました！ 

ヒヤリハット 

 

 

 

 

 

 

 

 

一の越 

雄山 3003ｍ 

大汝山 3015m 

富士の折立 2099ｍ 

 

雷鳥沢野営場 

◎雷鳥荘 



 

 

 

 

夏山集中登山   8 月 6 日   弥陀ヶ原コース      森本 竜二 

山 名 弥陀ヶ原コース 山行名  夏山集中登山 立山 

ルート 雷鳥荘（雷鳥沢野営場）→室堂→天狗平→弥陀ヶ原 

山行日 2023年 8月 6日（日） 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：森本         サブリーダー：幾田 

男性：川田、宮内、山下、山田、松嶋、豊田、西川、小泉 

女性：上田、大林、蒲田、川田、高橋、高山、多田、森田、今村、仲野 

合計：20名  
ルート概略図  コースタイム 

地名 
時：

分 
地名 

時：

分 

雷鳥荘 
集  

弥陀ヶ原 
着 11：12 

発 7：00 発  

室堂 
着 7：35 

 
着  

発 7：45 発  

天狗平 
着 8：35 

 
着  

発 8：53 発  

山行報告 

＜活動データ＞タイム 4時間 12分(休憩 30分）/距離 6.1㎞ km/上り 128ｍ下り 587ｍ 

2 泊 3 日の最終日も気持ちの良い朝を迎えた。出発 7 時の雷鳥荘には、野営場を 5：30 に出発

し６時から景色を眺めて待つメンバーもいた。日本最高地の温泉地みくりが池温泉、水蒸気爆

発で出来たみくりが池には今日も立山連峰がくっきりと映っている。室堂まで登りトイレ休

憩、ここからは下りだ。展望が抜群で真横に迫る大日連峰の先に富山平野が、背後に立山連峰

そして怖そうな剱岳！チングルマの花畑は終わりに近いが風車のような綿毛もまた可愛らし

い。班長の上田さんに漢字では「稚児車」と書くと教えられ納得。秋を感じるミヤマリンドウ

も咲く中を天狗平山荘に到着。さてここからが滑りやすい濡れた石、木橋の見通しのない難コ

ース。計画タイムを 30 分超でバス時刻にギリギリセーフ。重いザックを背負っての苦行に

「山友会らしいな。」の声も。日本最高地にある湿原の木道散策は次回の楽しみとなりまし

た。車中から落差日本一の称名滝を見て立山駅に向かった。 

ヒヤリハット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雷鳥荘 

室堂 

天狗平 

弥陀ヶ原 



 

 

 

 

雷鳥荘泊立山周回コース・弥陀ヶ原コース 感想文

 

 

 

山田   この度、夏山登山に参加するに当って初めての山小屋の泊まりと 3 千 m の高山に多少の

不安がありました。しかし、立山の室堂に着いた途端、美しい山々の絶景に不安は無くなり、また

今回、山友会に入会して約一年でアルプス登頂が出来たことは自分にとっては「奇跡」です。これ

もひとえに山仲間の適切な山行計画と山歩きでの様々なアドバイスのお陰だと感謝しています。最

後に、山小屋でのビールは最高でした。  

山下   夏の立山登山は今回で３回目になる。今回は、なにもかも 120 点だった。黒部湖ルート

も初めてだし、３日間とも天気良し、槍や剣の姿も眺められたし、雄大な景色の中に溶け込みなが

らの周回コースを山病にならずに 84 才で無事行けたこと。雷鳥荘の食事ではホテル並みの豪華さで

温泉もありトイレも水洗で清潔！ただ天狗平山荘から弥陀ヶ原までの「美松坂コース」は展望無し

で足元も良くなく、2hrの悪路には閉口した。重い荷物を持つテント組には大変なハイキングに見え

た。昨年の八ｹ岳、今回の立山と 3000m 級の高山に行けたので、来年も参加出来るのではと期待が膨

らむ。これからも日頃の鍛錬に更に努めようと思う。今回ほどテント組の多い夏山登山は今までに

無かったことで、後期青春時代を楽しむ会員の姿を見て、若返った山友会の逞しさ・力強さを感じ

うれしくなる。森本山行部長・黒崎さんのパズルを解くような綿密な計画には敬服と感謝するとと

もに山行部の皆さんの協力下でのリードで、無事に５コースの夏山一斉登山が完結できて、ほんと

にありがとうございました。   

森田   山友会に 4期生で入会後、3000m級の夏山合宿登山(立山)は初めての体験でした。経験が

浅く、迷惑を掛けないかという不安もありましたが、日本三霊山の立山に登れるという期待、喜び

をもっての参加でした。森本さん、班長の上田さんにアドバイスをいただきながら 立山周回コー

スを登り切れたことで 喜びと大きな達成感を味わえました。この達成感は何ものにも代え難いも

のです。3日目の天狗平から弥陀ヶ原までのコースは、思っていた以上に難コースで集中力が必要で

した。自分への今後の課題として、脚力強化と体幹アップ、判断力を身につけることだと感じまし

た。素晴らしい景色、立山の山並み、高山植物の花々を見られて幸せいっぱいでした。夏山登山(立

山)に参加してほんとに良かったです。 

高山   お天気に恵まれての登山。初めて三千ｍを超す山に登れ、感無量。雄山の神社で、皆と

万歳をしたのは、良い思い出です。初日に通った黒部ダムが遙か下に見えたことが、ここまで登っ

たんだと再認識。お世話になった方々に本当に感謝の気持ちでいっぱいです。 



 

 

 

 

 

多田   2日目の周回コース登山では、雄山、大汝山、富士の折立のあと、真砂岳や別山方面に

行くか、大走りを下るかでいろいろ意見がある中、体調面や時間、全員の安全等を考え、森本さん

を始め、山行部の方々が大走りに決定して下さり、ゆっくり時間をかけて安全に下山することがで

き、よかったです。適確な判断だったと思い感謝しています。 

川田（真）  今回、始めて夏山登山に参加させてもらい、とてもいい経験になりました。雷鳥荘

に到着してほどなく高山病の症状がでて、このまま下山するしかないのかと思いましたが、翌日に

は元気に登ることができ、少しは自信がもてました。素晴らしい景色を眺めながらの登山は最高で

した。山友会の皆様のお陰です。感謝感謝です。また来年も参加できるよう日々体力作りにがんば

ります。 

原田  3日目も快晴で天狗平まではお花畑や立山の峰々を見ながらの快適な山歩きでした。一

方天狗平からは展望のないクマザサの生い茂る悪路で滑りやすい苔のついた岩や丸太の橋が続

き、緊張を強いられましたが、班長の上田さんが草花の名前を教えてくださったり、すっぱいイ

チゴを食べてみたりして楽しく下山することができました。一緒に歩いてくださった皆さま、あ

りがとうございました。 

宮内  体力不足、体調不良、高山病など考えれば昨年の白山登山を思い出し不安になる数ヶ月だ

った。今回、周回コースを仲間と一緒に登頂し無事下山でき、達成感を得られた。先輩方のおかげ

で登頂、下山できたこと、本当にありがとうございました。 

仲野  立山登山 3日目。室堂からしばらく歩くと、前日に真砂岳の山頂から頭だけ見えていた

剱岳が見事な山容を見せてくれました。高原の夏の緑とチングルマの綿毛の風に揺れている様子

と剱岳の力強い山容が絵画のようで本当に素晴らしい景色でした。３日目はテント装備を持って

の山行。石畳や木道を歩いて、弥陀ヶ原にハイキングのように向かうはずなので『荷物の重量が

あっても大丈夫』と思っていたら、イメージとは違う道のりで藪をかき分け、朽ちかけた橋をわ

たり、雨上がりでつるつる滑る石を超えながらのアドベンチャーでした！下りが苦手な上に石が

つるつる滑ることに困っていると、経験豊かな先輩部員がすぐ前を歩いて足の置くところをガイ

ドしてくださり、温かいご指導に感謝いたします。滑って足元を取られたとき荷物の重さで持ち

こたえられずに思わず尻もちをついた時も「今のこけ方はとても上手だったねぇ。そのこけ方な

ら、怪我をしないよ！」とこけ方をほめてくださり気持ちがほっこりしました（笑）そんなこん

なで、３日間の立山登山を怪我なく終えられ満喫いたしました。ありがとうございました。 


